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『
伊
達
日
記
』
の
歴
史
観
と
軍
記
物
語

─
天
正
十
三
年
を
中
心
に
─

髙

鳥

廉

は
じ
め
に

『
伊
達
日
記
』
は
『
成
実
記
』
と
い
う
別
称
が
あ
る
よ
う
に
、
伊
達
政
宗
の
重
臣
で
一
門
で
も
あ
っ
た
伊
達
成
実
の
手
に
よ
る
記
録

で
、
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
十
月
か
ら
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
ま
で
を
対
象
範
囲
と
し
て
い
る
（
⚑
）。
も
ち
ろ
ん
、
同
時
期
に
記

さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
晩
年
の
成
実
に
よ
る
記
録
と
い
う
性
格
を
割
り
引
い
て
考
え
る
必
要
は
あ
る
が
、
南
奥
地
域
の
政
治
史
や

成
実
の
動
向
を
理
解
す
る
う
え
で
、
当
事
者
の
記
録
は
何
物
に
も
代
え
が
た
い
重
み
が
あ
る
。
実
際
に
、
古
文
書
の
記
述
を
裏
づ
け

る
よ
う
な
記
載
も
多
く
、
こ
れ
ま
で
も
『
伊
達
日
記
』
を
用
い
た
歴
史
像
の
復
元
が
試
み
ら
れ
て
き
た
（
⚒
）。『
伊
達
日
記
』
は
、
当
該
期

の
歴
史
像
を
把
握
す
る
う
え
で
貴
重
な
情
報
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
伊
達
日
記
』
に
は
類
本
が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
小
林
清
治
氏
の
検
討
に
よ
れ
ば
、『
伊
達
日
記
』
を
も
と
に
し
て
全
十

二
巻
に
整
備
さ
れ
た
の
が
『
政
宗
記
』
で
あ
る
。『
政
宗
記
』
は
政
宗
の
死
去
と
葬
礼
の
記
事
を
含
ん
で
お
り
、
政
宗
の
死
後
、
成
実
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が
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
ら
し
い
（
⚓
）。
そ
う
し
た
経
緯
か
ら
、『
政
宗
記
』
が
『
伊
達
日
記
』
を
い
わ
ば
種
本
と
す
る
と
は
い
え
、
文
言

や
記
述
方
法
に
は
多
く
の
相
違
点
が
認
め
ら
れ
る
（
⚔
）。
加
え
て
黒
嶋
敏
氏
は
、『
伊
達
日
記
』
で
記
さ
れ
て
い
た
記
述
が
、『
政
宗
記
』
へ

と
整
備
さ
れ
て
い
く
な
か
で
削
除
さ
れ
、新
た
な
記
述
が
意
図
的
に
加
え
ら
れ
て
い
っ
た
箇
所
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
（
⚕
）。
ま
た
、

『
伊
達
日
記
』
が
書
状
の
内
容
を
部
分
引
用
す
る
な
か
で
、
従
来
の
表
現
か
ら
微
妙
に
変
化
し
た
箇
所
が
あ
る
こ
と
や
、
そ
う
し
た
性

格
を
も
有
す
る
『
伊
達
日
記
』
の
記
述
・
文
言
が
さ
ら
に
切
り
取
ら
れ
、
伊
達
家
の
正
史
た
る
『
伊
達
治
家
記
録
』
に
取
り
込
ま
れ

て
い
っ
た
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
（
⚖
）。
こ
れ
ら
の
点
に
鑑
み
る
な
ら
ば
、『
伊
達
日
記
』
や
『
政
宗
記
』
が
著
さ
れ
た
こ
と
の
歴
史
的
意

味
や
、
そ
れ
ら
の
記
録
が
後
世
の
人
々
の
歴
史
観
に
与
え
た
影
響
は
、
き
わ
め
て
大
き
い
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
す
で
に
松
林
靖

明
氏
は
、『
伊
達
日
記
』
の
記
述
が
後
世
の
歴
史
書
や
軍
記
物
語
の
記
述
の
源
流
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
（
⚗
）。
こ
の
指
摘

も
ふ
ま
え
る
と
、『
伊
達
日
記
』
や
『
政
宗
記
』
と
、
後
世
に
編
ま
れ
た
歴
史
書
や
軍
記
物
語
の
記
述
を
確
認
し
比
較
検
討
す
る
こ
と

は
、
歴
史
観
の
変
容
過
程
を
解
明
す
る
う
え
で
重
要
な
作
業
だ
と
い
え
よ
う
。
以
上
の
よ
う
な
先
行
研
究
の
成
果
を
念
頭
に
置
き
つ

つ
、
本
稿
で
は
、
成
実
が
『
伊
達
日
記
』
を
著
し
『
政
宗
記
』
を
整
備
し
た
こ
と
に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
後
世
へ
の
影
響
を
、『
伊
達

日
記
』
の
序
盤
に
あ
た
る
天
正
十
三
年
の
記
述
か
ら
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

検
討
を
進
め
る
前
に
、
ま
ず
は
『
伊
達
日
記
』
の
著
者
で
あ
る
伊
達
成
実
に
つ
い
て
簡
潔
に
整
理
し
て
お
こ
う
。
成
実
に
つ
い
て

は
、
政
宗
を
議
論
の
主
軸
に
据
え
る
な
か
で
し
ば
し
ば
注
目
さ
れ
て
き
た
。
と
り
わ
け
、
伊
達
家
中
に
お
い
て
成
実
が
果
た
し
た
軍

事
的
役
割
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、
小
林
清
治
氏
が
政
宗
の
伝
記
に
お
い
て
、
成
実
が
片
倉
景
綱
と
と
も
に
「
軍
陣
の
参
謀
」
と
し
て

活
躍
し
、
伊
達
家
の
勢
力
結
集
や
他
家
に
対
す
る
優
勢
確
保
に
寄
与
し
た
こ
と
に
言
及
し
た
の
は
そ
の
一
例
で
あ
る
（
⚘
）。

近
年
で
は
、
佐
藤
貴
浩
氏
の
一
連
の
研
究
が
、
成
実
の
動
向
や
立
場
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
成
実
は
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天
正
十
三
年
ご
ろ
に
は
父
の
伊
達
実
元
か
ら
家
督
を
継
承
し
て
い
た
と
い
い
、
伊
達
領
の
維
持
に
お
い
て
、
成
実
の
「
御
覚
悟
」「
御

分
別
」
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
と
政
宗
か
ら
示
さ
れ
る
よ
う
な
立
場
に
あ
っ
た
と
い
う
。
伊
達
領
国
で
は
軍
事
的
に
重
要
な
境
目
に
大

身
が
配
置
さ
れ
て
お
り
、
成
実
も
の
ち
に
二
本
松
城
主
と
し
て
そ
の
一
角
を
占
め
た
こ
と
、
実
元
と
同
様
に
近
隣
諸
勢
力
と
の
外
交

交
渉
に
従
事
し
、
調
略
面
で
も
重
要
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
実
元
・
成
実
の
よ
う
な
活
動
を
展
開
し
た

一
門
が
ほ
か
に
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
も
、
伊
達
家
中
に
お
け
る
成
実
の
存
在
の
大
き
さ
を
読
み
取
っ
て
い
る
（
⚙
）。
こ
う
し
た
成
実
の

立
場
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
氏
の
別
稿
や
著
書
に
よ
っ
て
さ
ら
に
補
説
さ
れ
（
10
）、
戦
国
末
期
に
お
け
る
成
実
の
個
別
具
体
的
な
動
向
も
整

理
が
進
め
ら
れ
た
（
11
）。
氏
の
検
討
の
ほ
か
に
も
、
亘
理
伊
達
家
に
伝
来
し
た
史
料
を
用
い
て
成
実
の
生
涯
に
迫
っ
た
深
澤
智
成
氏
の
論

考
が
あ
る
（
12
）。

こ
の
よ
う
に
、
成
実
の
立
場
を
ふ
ま
え
な
が
ら
、
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
『
伊
達
日
記
』（
お
よ
び
『
政
宗
記
』）
と
そ
の
周
辺
を
検
討

す
る
た
め
の
環
境
は
整
い
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、『
伊
達
日
記
』
の
序
盤
に
あ
た
る
天
正
十
三
年
の
記
述
を
検
討
の
対
象
と

す
る
。
ま
ず
は
、
天
正
十
三
年
に
お
け
る
成
実
の
動
き
と
『
伊
達
日
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て
概
観
す
る
。
そ
の
う
え
で
、『
伊
達
日
記
』

や
『
政
宗
記
』
に
み
え
る
同
年
の
小
手
森
城
合
戦
を
素
材
に
、
テ
ク
ス
ト
の
変
化
や
後
世
に
編
ま
れ
た
歴
史
書
お
よ
び
軍
記
物
語
へ

の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
が
、
史
実
の
解
明
と
い
う
よ
り
も
テ
ク
ス
ト
の
変
化
を
跡
づ

け
る
と
こ
ろ
に
力
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。
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第
一
章

天
正
十
三
年
に
お
け
る
伊
達
成
実
と
『
伊
達
日
記
』

『
伊
達
日
記
』
の
序
盤
に
あ
た
る
部
分
の
主
な
内
容
は
、
天
正
十
二
年
十
月
に
な
さ
れ
た
伊
達
輝
宗
か
ら
政
宗
へ
の
家
督
移
譲
、
同

年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
の
南
奥
の
政
治
状
況
と
、
去
就
の
曖
昧
な
大
内
定
綱
の
動
向
と
伊
達
氏
と
の
対
立
、
会
津
蘆
名
氏
と
の
手
切

れ
お
よ
び
伊
達
氏
の
南
下
政
策
、
大
内
氏
と
の
交
戦
と
小
手
森
城
合
戦
、
畠
山
（
二
本
松
）
義
継
に
よ
る
伊
達
輝
宗
の
拉
致
、
輝
宗

の
死
と
畠
山
氏
の
滅
亡
、
人
取
橋
の
戦
い
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
既
知
の
事
実
を
多
く
含
む
が
、
天
正
十
三
年
に
お
け

る
伊
達
成
実
の
活
動
に
つ
い
て
改
め
て
概
観
し
、
天
正
十
三
年
分
の
『
伊
達
日
記
』
の
特
徴
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

天
正
十
三
年
五
月
以
降
、
成
実
の
動
き
が
次
第
に
活
発
化
し
て
い
く
。『
伊
達
日
記
』
に
は
、
政
宗
か
ら
二
本
松
周
辺
の
状
況
に
つ

い
て
尋
ね
ら
れ
、
現
状
を
報
告
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
成
実
の
父
で
あ
る
実
元
が
、
隠
居
の
身
と
は
い
え
二
本
松

領
近
く
の
八
丁
目
城
に
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
ろ
う
。
ま
た
、「
御
前
之
人
ヲ
相
除
カ
レ
」、
つ
ま
り
人
払
い
を
し
た
う
え
で
軍
事
的

情
報
の
共
有
と
相
談
を
受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
点
は
、
成
実
の
立
場
と
自
負
を
物
語
る
記
述
と
し
て
も
理
解
し
う
る
。

続
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
蘆
名
氏
と
の
合
戦
で
、
蘆
名
方
に
属
し
て
い
た
猪
苗
代
盛
国
の
内
応
工
作
を
政
宗
に
献
策
し
、
こ
れ

に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
盛
国
子
息
の
盛
胤
が
伊
達
氏
へ
の
内
応
に
反
対
し
た
た
め
実
現
し
な
か
っ
た
も
の
の
、
成
実
が
盛
国

の
要
望
を
政
宗
に
伝
達
し
、
政
宗
か
ら
許
可
の
文
書
を
と
り
つ
け
る
手
筈
に
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
佐
藤
氏
は
、
成
実
が
盛
国

の
希
望
を
聞
い
た
う
え
で
政
宗
の
文
書
発
給
を
約
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
複
数
存
在
す
る
交
渉
回
路
の
な
か
で
も
、
高
い
家
格

を
誇
る
成
実
が
重
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
（
13
）。
さ
ら
に
氏
は
、
成
実
が
続
く
大
内
定
綱
攻
め
に
向
け
て
も
、
も
と
は
大

内
氏
の
配
下
で
あ
っ
た
大
内
蔵
人
と
石
井
源
四
郎
を
用
い
て
、
大
内
方
に
属
す
る
刈
松
田
城
主
の
青
木
修
理
を
内
応
さ
せ
た
こ
と
に
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注
目
し
た
（
14
）。
こ
こ
で
は
、
成
実
の
動
き
を
具
体
的
に
確
認
し
て
み
よ
う
。

【
史
料
①
】『
伊
達
日
記
』

同
年
七
月
初
ニ
米
沢
へ
我
等
使
ヲ
上
申
候
テ
、
猪
苗
代
之
義
相
違
仕
迷
惑
ニ
存
候
。
会
津
ニ
御
敵
ハ
無
二
御
座
一
候
間
、
大
内

（
定
綱
）

備
前
ヲ
御
退
治
被
レ
成
可
レ
然
候
。
御
尤
ニ
思
召
候
ハ
ヾ
、
大
内
家
中
ニ
一
両
人
モ
御
奉
公
仕
候
様
ニ
可
二
申
合
一
由
申
上
候
処

ニ
、会
津
へ
御
敵
ハ
ナ
ク
御
入
馬
候
間
、四
本
松
へ
御
出
馬
ト
被
二
思
召
一
候
。
御
奉
公
ノ
者
候
ヘ
バ
、猶
以
可
レ
然
候
間
、早
々

コ
シ
ラ
ヘ
可
レ
申
由
御
意
ニ
候
間
、
我
等
家
中
本
四
本
松
ヨ
リ
罷
出
候
者
、
大
内
蔵
人
、
石
井
源
四
郎
ヲ
申
付
、
カ
リ
松
田
ノ
城

主
青
木
修
理
所
へ
申
遣
候
ヘ
バ
合
点
申
候
間
、
知ㅡ

行ㅡ

ノㅡ

ゾㅡ

ミㅡ

ニㅡ

御ㅡ

判ㅡ

形ㅡ

申ㅡ

請ㅡ

越ㅡ

申ㅡ

候ㅡ

。（
後
略
。
傍
線
・
波
線
・
傍
点
等
は
髙
鳥

に
よ
る
。
以
下
同
）

【
史
料
①
】
に
よ
る
と
、「
大
内
の
家
中
か
ら
一
人
で
も
二
人
で
も
伊
達
氏
に
内
応
さ
せ
る
よ
う
調
略
を
進
め
た
い
」（
傍
線
部
）
と

い
う
意
向
を
示
し
た
の
は
成
実
で
あ
っ
た
と
い
う
。
政
宗
は
、「
伊
達
氏
に
応
じ
る
者
が
い
る
な
ら
ば
、
な
お
さ
ら
い
っ
そ
う
よ
い
こ

と
だ
。
早
々
に
取
り
か
か
る
よ
う
に
」（
波
線
部
）
と
指
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
伊
達
日
記
』
は
、
成
実
の
主
体
的
な
提
案
に

基
づ
い
て
調
略
が
実
行
さ
れ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
単
な
る
誇
張
と
み
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
。【
史
料
①
】
に
み

え
る
と
お
り
、
成
実
は
自
ら
が
取
り
組
ん
で
い
た
猪
苗
代
盛
国
の
内
応
工
作
が
失
敗
し
た
こ
と
に
つ
い
て
使
者
を
通
じ
て
政
宗
に
報

告
し
て
い
る
。
成
実
に
と
っ
て
、
大
内
家
中
に
対
す
る
内
応
工
作
は
、
以
前
の
失
敗
を
挽
回
す
る
好
機
で
も
あ
っ
た
と
思
し
い
。
ま

た
、
佐
藤
氏
も
留
意
す
る
よ
う
に
、
成
実
が
大
内
蔵
人
や
石
井
源
四
郎
な
ど
か
つ
て
大
内
氏
の
配
下
で
あ
っ
た
人
材
を
家
中
に
取
り

込
ん
で
い
た
こ
と
は
重
要
で
、
だ
か
ら
こ
そ
成
実
は
、
青
木
修
理
へ
の
内
応
工
作
を
提
案
で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
注
目
し
た
い
の
は
、
成
実
が
青
木
修
理
の
内
応
工
作
に
お
い
て
も
、「
知
行
ノ
ゾ
ミ
」
を
聞
い
た
う
え
で
政
宗
の
「
御
判
形
」
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（
文
書
発
給
）
を
申
請
す
る
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
傍
点
部
）。
こ
れ
は
、
猪
苗
代
盛
国
の
内
応
工
作
時
と
同
様
の
動
き

で
あ
り
、
佐
藤
氏
の
指
摘
を
ふ
ま
え
て
も
、
成
実
が
調
略
面
に
お
い
て
あ
る
程
度
の
裁
量
を
有
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

な
お
、
当
該
期
の
『
伊
達
日
記
』
に
は
、
晩
年
に
お
け
る
成
実
の
“
若
年
”
観
が
滲
み
出
て
お
り
興
味
深
い
。
小
手
森
城
合
戦
で

も
大
内
方
の
「
先
手
」
を
務
め
た
畠
山
義
継
が
、
か
ね
て
よ
り
取
り
次
ぎ
窓
口
と
し
て
「
指
南
」
の
役
割
を
担
っ
て
い
た
伊
達
実
元

を
通
じ
て
身
上
の
保
護
を
求
め
て
き
た
（
15
）。
実
元
が
伊
達
輝
宗
に
そ
の
旨
を
伝
え
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
聞
い
た
政
宗
は
義
継
の
申
し
出

に
対
し
て
強
硬
な
態
度
を
示
し
な
が
ら
も
、
領
地
の
没
収
と
人
質
の
差
し
出
し
を
条
件
に
、
二
本
松
攻
め
を
再
考
す
る
姿
勢
も
示
し

た
。
義
継
は
、
輝
宗
の
も
と
を
訪
れ
て
さ
ら
な
る
「
御
詫
言
」
を
述
べ
た
よ
う
で
あ
り
、
輝
宗
は
政
宗
の
陣
屋
を
訪
れ
て
、
家
老
衆

ら
と
談
合
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
成
実
の
姿
勢
に
注
目
し
て
み
よ
う
。

【
史
料
②
】『
伊
達
日
記
』

我
等
若
輩
ニ
御
座
候
ヘ
ド
モ
、
此
使
我
等
親
仕
候
ニ
付
、
義
継

（
畠
山
）

ヘ
ノ
御
使
可
レ
仕
由
輝
宗

（
伊
達
）

公
被
二
仰
付
一
候
。
ケ
様
ノ
大
事
ノ
御

使
如
何
ノ
由
色
々
申
上
候
ヘ
共
、
頻
ニ
御
意
ニ
候
間
、
不
レ
及
二
是
非
一
任
二
御
意
一
候
。（
前
後
略
）

【
史
料
②
】
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
成
実
は
、
義
継
の
も
と
を
訪
れ
る
使
者
と
し
て
の
役
割
を
輝
宗
か
ら
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

本
件
を
実
元
が
取
り
次
い
で
い
る
こ
と
を
背
景
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
天
正
十
三
年
分
の
『
伊
達
日
記
』
の
記
述
を
考
え
る
う
え
で

興
味
深
い
の
は
、
当
時
の
成
実
が
「
若
輩
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
畠
山
氏
と
の
交
渉
と
い
う
重
大
案
件
を
扱
う
こ
と
に
躊
躇
し
て
い

る
点
で
あ
る
。
同
時
期
の
『
伊
達
日
記
』
を
み
る
と
、
成
実
が
“
若
さ
”
に
関
し
て
消
極
的
な
印
象
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

政
宗
か
ら
そ
の
軍
事
的
な
働
き
ぶ
り
を
褒
め
称
え
ら
れ
た
人
取
橋
の
戦
い
（
16
）で
は
、「
我
等
十
八
歳
ニ
テ
何
ノ
見
当
モ
無
レ
之
候
ヘ
共
、

罷
除
候
テ
モ
可
レ
被
レ
討
候
。
爰
ニ
テ
討
ジ
ニ
ト
」
も
思
っ
て
い
た
と
い
う
。
十
八
歳
と
い
う
若
年
ゆ
え
に
、「
何
ノ
見
当
モ
無
」
い
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ま
ま
奮
闘
し
た
こ
と
を
回
顧
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

加
え
て
、“
若
さ
”
に
対
す
る
消
極
的
印
象
は
、
成
実
自
身
に
関
す
る
記
述
以
外
に
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
青
木

修
理
が
大
内
定
綱
に
よ
っ
て
人
質
に
と
ら
れ
て
い
た
子
息
の
「
証
人
替
」
を
実
現
す
べ
く
、
定
綱
の
家
老
の
子
で
あ
る
中
澤
九
郎
四

郎
、
大
内
新
八
郎
、
大
河
内
九
郎
を
欺
い
て
刈
松
田
城
に
招
き
、
酒
で
酔
わ
せ
た
中
澤
ら
を
捕
ら
え
人
質
に
と
っ
た
場
面
に
も
、“
若

さ
”
に
対
す
る
成
実
の
印
象
が
表
れ
て
い
る
。『
伊
達
日
記
』
に
は
、「
何
モ
若
者
共
ニ
テ
以
後
ノ
分
別
モ
ナ
ク
八
月
五
日
之
晩
刈
松

田
へ
罷
越
、（
中
略
）
三
人
ノ
者
共
、
刀
脇
指
ハ
被
レ
取
、
何
共
可
レ
仕
様
無
レ
之
候
。
ホ
ダ
シ
ヲ
被
レ
討
カ
リ
松
田
ニ
居
申
候
」
と
記

さ
れ
て
お
り
、
中
澤
ら
「
若
者
」
を
「
分
別
」
の
で
き
な
い
存
在
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

さ
ら
に
、
実
元
が
政
宗
に
対
し
、
畠
山
義
継
と
の
手
切
れ
は
不
要
で
あ
る
こ
と
を
言
上
し
た
際
の
記
述
に
も
、「
若
輩
故
為
レ
聞

不
レ
被
レ
申
候
」
と
い
う
文
言
が
み
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
箇
所
は
、『
政
宗
記
』
に
な
る
と
「

汝
（
伊
達
成
実
）

若
年
の
身
と
し
て
、
若
き
殿

（
伊
達
政
宗
）

を

諫
め
参
ら
せ
」
（
17
）よ
と
、
実
元
が
成
実
に
指
示
し
た
と
い
う
表
現
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
政
宗
記
』
で
は
、
政
宗
の
家
督
継

承
時
の
状
況
を
「
さ
れ
ば
政
宗
は
、
若
年
よ
り
世
に
す
ぐ
れ
賢
き
大
将
な
ら
ん
と
、
家
の
者
ど
も
思
ひ
け
る
に
や
、
家
督
の
砌
り
誠

に
隣
国
の
大
進
衆
、
如
何
思
は
れ
け
ん
、
方
々
よ
り
祝
儀
の
使
者
尋
常
な
ら
ず
近
国
の
領
主
縁
を
求
め
、
内
通
其
外
書
簡
多
し
」
（
18
）と

い
う
よ
う
な
、『
伊
達
日
記
』
に
は
み
ら
れ
な
か
っ
た
説
明
が
加
え
ら
れ
て
も
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
政
宗
が
若
年
の
こ
ろ
か
ら
優
れ

た
賢
い
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
す
る
、『
政
宗
記
』
の
積
極
的
な
意
図
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
を
ふ
ま

え
る
と
、
先
に
み
た
「

汝
（
伊
達
成
実
）

若
年
の
身
と
し
て
、
若
き
殿

（
伊
達
政
宗
）

を
諫
め
参
ら
せ
」
よ
と
い
う
『
政
宗
記
』
に
み
ら
れ
る
文
言
も
、
若
年

ゆ
え
に
実
元
の
提
言
を
聞
き
入
れ
な
か
っ
た
と
い
う
従
来
の
政
宗
像
を
包
み
隠
す
べ
く
、
や
や
婉
曲
的
に
改
め
ら
れ
た
新
た
な
表
現

と
み
な
す
余
地
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
政
宗
記
』
に
お
い
て
は
、
意
図
的
で
あ
る
か
そ
う
で
あ
る
か
に
か
か
わ
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ら
ず
、『
伊
達
日
記
』
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
文
言
が
追
加
さ
れ
た
事
例
や
、
文
言
の
改
変
が
な
さ
れ
た
事
例
が
あ
る
こ
と
に
留
意
し
て

お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お
佐
藤
氏
は
、『
伊
達
治
家
記
録
』
は
正
史
と
し
て
編
ま
れ
た
た
め
に
、
も
と
と
な
っ
た
『
伊
達
日
記
』
に

記
載
さ
れ
て
い
る
政
宗
の
反
応
を
記
さ
な
か
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
（
19
）。
そ
れ
も
一
理
あ
ろ
う
が
、
上
述
の
よ
う
に
、『
政
宗
記
』
へ
の

整
理
段
階
で
表
現
が
改
め
ら
れ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
や
は
り
『
政
宗
記
』
の
存
在
が
『
伊
達
治
家
記
録
』
の
記
述
に
影
響
を
与

え
て
い
る
可
能
性
を
も
考
慮
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
次
章
で
は
、
天
正
十
三
年
の
小
手
森
城
合
戦
に
つ
い
て
記
し
た
複
数
の
史
料
を
素

材
に
、
テ
ク
ス
ト
の
変
化
に
つ
い
て
読
み
取
っ
て
み
た
い
。

第
二
章
『
伊
達
日
記
』『
政
宗
記
』
が
記
す
小
手
森
城
合
戦

天
正
十
三
年
に
起
こ
っ
た
小
手
森
城
合
戦
は
、
伊
達
政
宗
と
大
内
定
綱
の
軍
勢
（
お
よ
び
そ
の
援
軍
）
が
衝
突
し
た
合
戦
で
、
伊

達
軍
が
女
性
や
子
ど
も
の
み
な
ら
ず
犬
に
至
る
ま
で
撫
で
斬
り
を
実
行
し
た
と
さ
れ
る
合
戦
で
あ
る
（
20
）。
大
内
定
綱
は
、
独
力
で
家
を

維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、周
辺
の
戦
国
大
名
に
従
属
し
な
が
ら
生
き
残
り
を
模
索
す
る
よ
う
な
不
安
定
な
存
在
で
あ
っ
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
が
、
天
正
十
二
年
末
に
至
り
、
定
綱
の
去
就
が
引
き
金
と
な
っ
て
伊
達
氏
と
蘆
名
氏
と
の
紛
争
が
惹
き
起
こ
さ
れ
、
翌
年
に

は
大
内
氏
自
身
が
伊
達
氏
の
攻
撃
に
曝
さ
れ
、
大
内
方
の
小
手
森
城
は
落
城
す
る
に
至
る
（
21
）。

こ
の
小
手
森
城
合
戦
に
つ
い
て
は
、
伊
達
成
実
の
『
伊
達
日
記
』
に
詳
し
い
。
合
戦
の
当
事
者
に
よ
る
叙
述
と
い
う
点
に
お
い
て

史
料
的
価
値
は
高
く
、
後
世
に
編
ま
れ
た
他
の
歴
史
書
に
比
べ
れ
ば
同
時
代
性
も
認
め
う
る
。
こ
の
点
は
、
小
林
氏
が
成
実
に
よ
る

記
録
類
を
合
戦
に
関
す
る
「
根
本
史
料
」
と
評
し
、
そ
れ
ら
の
史
料
に
全
面
的
に
依
拠
し
な
が
ら
合
戦
の
概
要
を
論
じ
た
こ
と
か
ら
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も
窺
え
よ
う
（
22
）。
以
下
で
は
、
小
手
森
城
合
戦
に
つ
い
て
記
し
た
複
数
の
史
料
を
検
討
し
な
が
ら
、
記
述
の
変
容
過
程
を
跡
づ
け
つ
つ
、

成
実
が
『
伊
達
日
記
』
を
著
し
た
こ
と
の
影
響
に
つ
い
て
も
探
っ
て
い
き
た
い
。
小
手
森
城
合
戦
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
小
林
氏
を

は
じ
め
数
多
く
の
研
究
に
お
い
て
概
要
が
説
明
さ
れ
て
は
い
る
が
、
テ
ク
ス
ト
と
し
て
の
『
伊
達
日
記
』
を
適
切
に
理
解
す
る
う
え

で
も
、
以
降
に
編
ま
れ
た
歴
史
書
や
軍
記
物
語
と
の
比
較
検
討
を
行
な
う
う
え
で
も
、
最
低
限
の
説
明
が
必
要
と
な
ろ
う
。
や
や
冗

長
と
な
る
が
、
関
連
す
る
記
述
を
引
用
し
概
略
を
示
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
る
こ
と
と
す
る
。

【
史
料
③
】『
伊
達
日
記
』

廿
七
日
昨
日
ハ
マ
チ
〳
〵
ニ
テ
落
居
不
レ
申
候
ヘ
ド
モ
、
我
等
存
分
悪
ハ
有
レ
之
間
敷
ト
存
、
御
意
ヲ
モ
不
レ
請
、
未
明
竹
屋
敷

へ
陣
ヲ
移
申
候
間
、
伊
達
上
野
介

（
留
守
政
景
）

我
等
ニ
引
続
陣
ヲ
被
レ
申
候
ニ
付
、
惣
陣
ヲ
可
二
相
詰
一
由
被
二
仰
付
一
惣
人
数
ハ
備
ヲ
立
。

夫
兵
者
野
陣
ヲ
懸
候
処
ニ
内
ヨ
リ
一
人
罷
出
、
我
等
陣
所
へ
小
旗
ヲ
振
招
候
間
、
人
ヲ
越
タ
ヅ
ネ
候
ヘ
ド
モ
石
川
勘
解
由
ト
申

者
ニ
テ
候
。
我
等
家
中
遠
藤
下
野
ニ
会
申
度
ト
申
候
間
、
下
野
ニ
為
レ
会
申
候
ヘ
バ
、
勘
解
由
申
候
ハ
、
此
城
ニ
小
野
主
水
、
荒

井
半
内
ヲ
始
備
前

（
大
内
定
綱
）

近
奉
公
仕
候
者
共
数
多
籠
申
候
。
通
路
ヲ
被
レ
切
落
城
程
有
間
敷
候
間
、城
ヲ
ワ
タ
シ
小
浜
へ
罷
除
度
候
。

此
段
タ
ノ
ミ
候
由
申
候
ニ
付
、
御
前
へ
使
ヲ
以
テ
申
上
候
ヘ
バ
、
御
弓
矢
ノ
ハ
カ

（
果
敢
）

参
候
様
ニ
ト
思
召
候
間
可
レ
被
二
相
出
一
候
。

乍
レ
去
小
浜
ヘ
ハ
被
レ
遣
間
敷
候
。
伊
達
ノ
内
へ
可
二
罷
除
一
由
御
意
候
間
、
石
川
勘
触〔

解
〕

由
ヲ
ヨ
ビ
出
シ
御
意
之
通
申
候
ヘ
バ
、

伊
達
へ
罷
除
候
事
ハ
命
乞
ニ
候
間
備
前
切
腹
モ
程
有
間
敷
候
間
、
腹
ノ
供
ヲ
仕
度
候
間
、
小
浜
へ
被
レ
遣
被
レ
下
候
様
ニ
ト
申

ニ
付
、
又
其
通
申
上
候
ヘ
バ
、
是
非
小
浜
ヘ
被
レ
遣
間
敷
由
御
意
ニ
候
間
、
遠
藤
下
野
門
二
重
ノ
内
迄
罷
越
申
理
候
。
勘
解
由

本
丸
へ
参
御
意
ノ
通
申
理
候
処
ニ
、
御
前
ヨ
リ
我
等
ニ
御
使
被
レ
下
、
城
内
之
者
共
コ
ワ
キ
事
ヲ
不
レ
被
レ
成
候
間
、
申
度
マ
ヽ

ニ
申
候
。
御
攻
可
レ
被
レ
成
候
。
本
丸
迄
ハ
落
不
レ
申
候
共
、
城
中
ノ
者
共
伊
達
へ
引
除
可
レ
申
候
。
早
々
惣
手
へ
被
二
仰
付
一
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候
由
御
意
ニ
候
間
、
不
レ
及
二
是
非
一
城
へ
取
付
候
条
、
下
野
モ
漸
内
ヨ
リ
罷
出
候
。
我
等
手
ヨ
リ
火
付
方
々
へ
吹
付
候
処
ニ
、

何
方
ヨ
リ
モ
火
ヲ
付
押
込
候
間
、
内
ノ
者
共
役
所
ヲ
離
未
刻
ヨ
リ
御
責
、
申
ノ
刻
ニ
落
城
申
候
。
ナ
デ
切
ト
被
二
仰
付
一
男
女

牛
馬
迄
切
捨
、
日
暮
候
テ
被
二
引
上
一
候
。（
後
略
）

内
容
を
整
理
す
る
と
、
お
お
よ
そ
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
大
内
定
綱
方
の
石
川
勘
解
由
が
成
実
の
陣
所
に
来
て
、
成
実
家
中
の

遠
藤
下
野
と
の
面
会
を
求
め
た
。
石
川
勘
解
由
は
、
小
手
森
城
に
は
小
野
主
水
、
荒
井
半
内
ら
定
綱
に
奉
公
す
る
者
が
多
数
い
る
が
、

通
路
を
断
ち
切
ら
れ
て
し
ま
い
落
城
寸
前
で
あ
る
た
め
、
城
を
伊
達
方
に
明
け
渡
し
、
小
浜
城
に
退
き
た
い
旨
を
伝
え
た
。
こ
の
申

し
出
は
、
成
実
か
ら
使
者
を
も
っ
て
政
宗
に
伝
え
ら
れ
、
政
宗
も
城
の
明
け
渡
し
を
了
承
し
た
が
、
小
浜
へ
の
撤
兵
で
は
な
く
伊
達

領
内
へ
の
撤
兵
を
条
件
と
し
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
石
川
勘
解
由
は
、
伊
達
領
内
へ
の
撤
退
は
命
乞
い
を
意
味
す
る
も
の
だ
と
し
て
、

も
は
や
定
綱
の
切
腹
も
間
近
で
あ
る
た
め
、
切
腹
の
供
の
た
め
に
小
浜
へ
退
き
た
い
と
改
め
て
請
う
た
。
遠
藤
下
野
は
、
小
手
森
城

の
門
内
に
進
み
小
浜
へ
の
撤
退
は
認
め
な
い
と
い
う
政
宗
の
意
向
を
伝
達
し
た
。
石
川
勘
解
由
は
本
丸
に
戻
り
、
籠
城
す
る
者
た
ち

に
政
宗
の
意
向
を
伝
え
た
が
、
政
宗
は
「
城
中
の
者
ど
も
は
、
伊
達
軍
が
“
コ
ワ
キ
事
”
を
し
な
い
た
め
に
、
身
勝
手
な
申
し
出
を

す
る
の
だ
」
と
し
て
、
成
実
に
城
攻
め
を
指
示
し
て
い
る
。
成
実
は
小
手
森
城
に
火
を
か
け
て
落
城
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し
、
伊
達

軍
は
政
宗
の
指
示
に
よ
り
「
ナ
デ
切
」
を
実
行
し
て
引
き
上
げ
た
。
以
上
が
、『
伊
達
日
記
』
が
描
く
小
手
森
城
落
城
の
顛
末
と
な
る
。

次
に
、『
伊
達
日
記
』
を
も
と
に
し
て
全
十
二
巻
に
整
備
さ
れ
た
『
政
宗
記
』
の
記
述
も
概
観
し
て
お
こ
う
。
正
確
な
成
立
時
期
を

示
す
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
検
討
を
要
す
る
も
の
の
、『
政
宗
記
』
に
は
寛
永
十
三
年
（
一
六
三
六
）、
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
の

奥
書
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
23
）。『
政
宗
記
』
の
記
述
は
、
そ
の
原
形
と
も
い
う
べ
き
『
伊
達
日
記
』
の
記
述
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
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【
史
料
④
】『
政
宗
記
』
巻
一
「
小
手
森
落
城
附
青
木
修
理
証
人
替
の
事
」

城
中
の
者
ど
も
私
な
る
申
事
、
悪
い
口
の
奴
原
な
る
に
、
此
城
を
平
責
に
し
て
、
本
丸
ま
で
は
不
レ
落
ど
も
、
手
並
の
程
を
見
な

ば
、
敵
軍
此
方
へ
引
除
ん
。
さ
も
有
る
と
き
は
腋
の
敵
地
へ
聞
の
た
め
な
り
。
去
る
程
に
陣
中
へ
も
、
ふ
れ
早
責
給
ふ
と
て
旗

本
を
出
さ
れ
け
る
。
是
に
依
て
成
実
も
城
へ
取
付
、
其
れ
よ
り
取
廻
し
、
鉄
炮
を
掛
け
給
へ
ば
、
使
の
下
野
内
よ
り
出
兼
、
小

旗
を
棹
て
御
方
の
陣
へ
紛
れ
出
、
漸
命
助
り
、
尓
る
後
成
実
陣
よ
り
火
を
か
け
ゝ
れ
ば
、
折
節
風
強
ふ
し
て
方
々
へ
吹
付
、
敵

思
ひ
の
外
に
役
所
は
な
れ
、
午
の
刻
よ
り
取
付
、
本
丸
共
に
落
城
し
て
、
撫
斬
に
と
宣
ひ
、
方
々
横
目
を
付
ら
れ
、
男
女
は
云

ふ
に
及
ば
ず
、
牛
馬
の
類
迄
も
斬
捨
、
酉
の
刻
に
引
取
玉
ふ
。（
前
後
略
）

こ
の
よ
う
に
、
一
見
す
る
と
内
容
自
体
に
大
き
な
違
い
は
な
い
。
た
だ
し
、
政
宗
が
小
手
森
城
へ
の
総
攻
撃
を
決
断
し
た
理
由
に

つ
い
て
記
し
た
傍
線
部
の
表
現
は
、【
史
料
③
】
の
『
伊
達
日
記
』
の
記
述
と
比
べ
る
と
や
や
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
解
さ
れ
よ
う
。

今
一
度
『
伊
達
日
記
』
を
み
る
と
、
伊
達
軍
が
「
コ
ワ
キ
事
」
を
し
な
い
た
め
に
大
内
方
の
城
兵
の
言
い
た
い
放
題
を
許
し
て
し
ま
っ

て
い
る
と
い
う
現
状
を
ふ
ま
え
、
政
宗
が
強
硬
策
を
と
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（【
史
料
③
】
傍
線
部
）。
一
方
の
『
政
宗
記
』
で

は
、
身
勝
手
な
申
し
出
を
す
る
城
中
の
者
た
ち
を
「
悪
い
口
の
奴
原
」
と
断
じ
て
攻
撃
に
移
っ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
、

双
方
の
史
料
は
本
質
的
に
同
じ
こ
と
を
語
っ
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
、
表
現
こ
そ
違
う
も
の
の
、
そ
こ
に
政
治
的
な
改
変
の
意
図

を
積
極
的
に
読
み
取
る
こ
と
は
難
し
い
。
城
兵
た
ち
の
「
悪
い
口
」
か
ら
身
勝
手
な
申
し
出
が
な
さ
れ
た
、
と
い
う
意
味
で
【
史
料

④
】
傍
線
部
を
理
解
す
る
な
ら
ば
、『
伊
達
日
記
』
と
『
政
宗
記
』
の
記
述
に
大
き
な
差
は
な
い
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、『
伊
達
日
記
』
は
『
政
宗
記
』
と
は
異
な
り
、
身
勝
手
な
申
し
出
を
す
る
城
中
の
者
た
ち
を
「
悪
い
口
の
奴
原
」
と
明
確

に
位
置
づ
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
う
な
る
と
、『
政
宗
記
』
の
記
述
は
、“
城
兵
た
ち
に
よ
る
政
宗
へ
の
「
私
な
る
申
事
」
は

一
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「
悪
」
で
あ
っ
た
”
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
そ
こ
か
ら
転
じ
て
“
城
中
の
者
た
ち
が
政
宗
に
対
し
「
悪
」
と
み
な
さ
れ
る
発
言
（
悪

口
）
を
し
た
”
と
い
う
文
脈
で
理
解
さ
れ
る
余
地
を
残
す
記
述
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
も
い
る
。
上
述
の
よ
う
に
、
当
該
箇
所
に
つ
い

て
い
え
ば
、『
政
宗
記
』
が
明
確
な
意
図
の
も
と
意
味
合
い
を
変
え
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
推
測
す
る
に
、『
政
宗
記
』
で
や
や
異
な
る

表
現
を
用
い
た
結
果
、
異
な
る
解
釈
の
余
地
を
残
す
叙
述
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
の
が
真
相
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

些
末
な
問
題
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
記
述
の
微
妙
な
変
化
は
、
後
世
の
歴
史
書
や
軍
記
物
語
に
も
何
ら
か
の
影
響

を
与
え
た
可
能
性
が
あ
る
。
次
章
で
は
、『
伊
達
日
記
』
お
よ
び
『
政
宗
記
』
以
降
に
成
立
し
た
歴
史
書
や
軍
記
物
語
を
素
材
に
、
城

兵
の
発
言
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
し
て
み
た
い
。

第
三
章

小
手
森
城
合
戦
に
お
け
る
城
兵
の
「
悪
口
」
考

第
一
節
『
会
津
四
家
合
考
』
と
『
奥
羽
永
慶
軍
記
』

前
章
で
整
理
し
た
よ
う
に
、
小
手
森
城
の
兵
た
ち
の
発
言
は
、
政
宗
に
よ
っ
て
身
勝
手
な
申
し
出
と
断
じ
ら
れ
た
。
特
に
『
政
宗

記
』
は
、
そ
う
し
た
発
言
を
す
る
城
兵
た
ち
を
「
悪
い
口
の
奴
原
」
と
評
し
、
こ
の
記
述
が
、
政
宗
に
対
し
城
兵
た
ち
が
悪
口
を
吐

い
た
と
い
う
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
解
釈
し
う
る
余
地
を
残
し
た
と
思
し
い
。
実
際
に
、
城
中
の
者
た
ち
が
政
宗
に
対
し
て
「
悪
口
」

を
吐
い
た
と
す
る
後
世
の
史
料
が
存
在
す
る
。
会
津
藩
の
向
井
吉
重
が
著
し
た
『
会
津
四
家
合
考
』（
寛
文
二
年
〈
一
六
六
二
〉
成
立
、

延
宝
元
年
〈
一
六
七
三
〉
清
書
）
（
24
）の
該
当
部
分
を
引
用
し
て
み
た
い
。
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【
史
料
⑤
】『
会
津
四
家
合
考
』
巻
之
一
「
小
手
森
の
城
落
つ
る
事
附
大
内
備
前
、
四
本
松
城
を
落
つ
る
事
」

政
宗

（
伊
達
）

同
心
な
け
れ
ば
、
下
野

（
遠
藤
）

、
事
の
叶
は
ざ
る
由
を
、
勘
解
由

（
石
川
）

に
返
答
す
。
是
に
因
つ
て
、
城
中
の
者
共
腹
立
し
て
、
口
々
に

悪
口
す
。
此
由
を
聞
き
て
、
政
宗
、
以
の
外
怒
ら
れ
、
所
詮
城
を
揉
落
し
て
、
一
人
も
残
さ
ず
薙
捨
て
よ
と
て
、
其
儘
、
大
勢

に
て
城
を
取
巻
き
、
噇
と
鬨
を
作
り
、
鉄
炮
を
打
立
て
、
喚
き
叫
ん
で
攻
め
け
る
が
、
成
実

（
伊
達
）

が
陣
よ
り
、
如
何
は
し
た
り
け
ん
、

城
中
の
役
所
に
火
を
懸
け
た
り
。
折
し
も
吹
く
風
烈
う
し
て
、
余
熖
十
方
に
飛
移
り
け
れ
ば
、
煙
に
迷
ひ
、
周
章
て
騒
ぐ
処
を
、

透
間
あ
ら
せ
ず
、
四
方
よ
り
同
時
に
攻
入
り
、
牛
馬
の
類
迄
も
、
生
命
あ
る
程
の
物
を
ば
、
一
つ
も
残
さ
ず
薙
捨
て
け
り
。
其

日
の
午
の
刻
よ
り
城
を
攻
め
て
、
酉
の
下
り
に
及
び
て
、
寄
手
勝
鬨
を
作
つ
て
引
き
け
れ
ば
、
樵
山
に
籠
り
た
る
者
共
も
、
如

何
は
思
ひ
け
ん
、
夜
半
に
紛
れ
て
落
ち
て
行
く
。（
前
後
略
）

『
政
宗
記
』よ
り
も
あ
と
に
成
立
し
た『
会
津
四
家
合
考
』に
よ
る
と
、遠
藤
下
野
に
よ
り
、政
宗
が
小
浜
へ
の
撤
退
を
許
さ
な
か
っ

た
こ
と
が
石
川
勘
解
由
に
伝
え
ら
れ
た
。
こ
れ
を
聞
い
た
城
中
の
者
た
ち
は
腹
を
立
て
、
口
々
に
「
悪
口
」
を
吐
い
た
と
い
う
。
そ

し
て
、
城
兵
ら
が
自
身
に
対
す
る
「
悪
口
」
を
吐
い
た
こ
と
を
聞
い
た
政
宗
は
大
い
に
怒
り
、
城
攻
め
を
決
意
し
た
、
と
い
う
文
脈

に
な
っ
て
い
る
。『
会
津
四
家
合
考
』
の
記
述
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
『
伊
達
日
記
』
よ
り
も
『
政
宗
記
』
と
親
和
性
が
あ
り
、
内

容
に
同
一
性
も
認
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
伊
達
日
記
』
が
城
攻
め
の
時
刻
を
「
未
刻
」
と
す
る
の
に
対
し
、『
政
宗
記
』
と
『
会
津
四

家
合
考
』
は
と
も
に
「
午
の
刻
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、『
伊
達
日
記
』
が
引
き
上
げ
の
時
刻
を
「
日
暮
」
と
や
や
曖
昧
に
表
現
す
る

一
方
、『
政
宗
記
』
と
『
会
津
四
家
合
考
』
は
明
確
に
「
酉
の
刻
」「
酉
の
下
り
」
と
し
て
お
り
、
時
間
帯
こ
そ
大
差
な
い
も
の
の
、
表

現
に
は
や
は
り
『
政
宗
記
』
と
『
会
津
四
家
合
考
』
に
親
和
性
が
認
め
ら
れ
る
。

当
該
部
分
の
記
述
内
容
に
鑑
み
る
と
、『
会
津
四
家
合
考
』
は
『
政
宗
記
』
を
少
な
か
ら
ず
参
考
に
し
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
考
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え
ら
れ
る
の
は
、『
会
津
四
家
合
考
』
に
み
え
る
「
悪
口
」
が
、『
政
宗
記
』
に
み
え
る
「
悪
い
口
」
文
言
を
下
敷
き
に
し
な
が
ら
拡
大

解
釈
さ
れ
変
形
さ
れ
た
可
能
性
に
つ
い
て
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、『
政
宗
記
』
の
「
悪
い
口
」
文
言
が
『
会
津
四
家
合
考
』
の
「
悪
口
」

文
言
と
し
て
直
接
的
に
継
受
さ
れ
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
二
つ
の
史
料
に
認
め
ら
れ
る
親
和
性
を
ふ
ま
え
る

な
ら
ば
、
そ
の
可
能
性
は
十
分
に
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
し
て
、『
会
津
四
家
合
考
』
よ
り
も
あ
と
の
元
禄
十
一
年
（
一
六
九
八
）、
久
保
田
藩
（
秋
田
藩
）
の
戸
部
正
直
に
よ
っ
て
編
ま
れ

た
『
奥
羽
永
慶
軍
記
』
（
25
）に
は
、
い
か
に
も
軍
記
物
語
ら
し
く
、
大
内
方
の
荒
井
半
内
に
よ
る
「
悪
口
」
の
内
実
に
迫
る
よ
う
な
具
体

的
台
詞
が
記
さ
れ
て
い
る
。

【
史
料
⑥
】『
奥
羽
永
慶
軍
記
』
巻
八
「
小
手
森
落
城
の
事
」

遠
藤
下
野
守
、
城
中
ま
で
来
て
い
ふ
や
う
、「
石
川
殿

（
勘
解
由
）

の
申
さ
る
ゝ
や
う
、
大
将

（
伊
達
政
宗
）

聞
き
給
ひ
て
、『
不
便
な
る
志
の
者
ど
も
な

り
。
去
な
が
ら
、
小
浜
へ
の
き
て
、
敵
の
大
勢
に
し
て
は
、
味
方
の
弱
く
な
れ
ば
叶
は
ざ
る
間
、
城
中
の
者
ど
も
に
異
見
し
て
、

伊
達
へ
の
か
せ
よ
。』
と
申
さ
れ
候
間
、
何
れ
を
も
助
度
存
ず
る
故
、
参
り
候
。」
と
、
さ
ま
〴
〵
異
見
を
す
れ
ば
、
荒
井
半
内
と

い
ふ
者
、
進
み
出
で
、「
政
宗
公
は
城
中
の
者
を
禽
獣
に
ひ
と
し
く
、
た
だ
命
ば
か
り
を
惜
む
も
の
と
思
召
し
候
哉
。
全
く
其
義

に
あ
ら
ず
、
と
て
も
死
す
べ
き
身
な
れ
ど
も
、
同
じ
く
は
主
と
一
所
に
死
な
ん
事
を
思
ひ
候
て
こ
そ
、
か
く
は
申
つ
れ
。
小
浜

の
訴
訟
叶
は
ざ
る
上
は
、
敵
を
待
つ
の
み
な
り
。
遠
藤
殿
も
早
く
御
帰
候
ら
へ
。
政
宗
公
の
旗
本
に
て
、
最
期
の
戦
、
花
や
か

に
仕
り
見
せ
申
さ
ん
。」
と
、
詞
放
て
い
ひ
け
れ
ば
、
遠
藤
も
力
及
ば
ず
立
出
で
、
此
由
を
申
せ
ば
、
政
宗
聞
給
ひ
て
、「
さ
ら
ば

急
に
攻
よ
。」
と
陣
中
に
下
知
し
給
ふ
。（
前
後
略
）

『
奥
羽
永
慶
軍
記
』
は
、
政
宗
に
「
城
中
の
者
ど
も
」
の
小
浜
帰
還
を
許
す
気
が
な
い
こ
と
を
知
っ
た
荒
井
半
内
を
し
て
、「
政
宗
公
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は
、
我
ら
を
禽
獣
の
ご
と
く
命
ば
か
り
を
惜
し
む
者
と
思
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
我
ら
は
ま
っ
た
く
そ
の
よ
う
な
者
で
は
な
く
、

主
で
あ
る
大
内
定
綱
と
運
命
を
と
も
に
す
る
た
め
に
、
小
浜
へ
の
撤
退
を
申
し
出
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
が
許
さ
れ
な
い
以
上
は
、
一

戦
交
え
る
の
み
だ
」
と
語
ら
せ
て
い
る
。

『
奥
羽
永
慶
軍
記
』
に
は
「
悪
口
」
と
い
う
文
言
こ
そ
な
い
も
の
の
、
荒
井
半
内
の
発
言
が
、
政
宗
の
側
か
ら
す
れ
ば
自
身
の
人
格

を
疑
わ
れ
る
よ
う
な
内
容
で
あ
り
、
挑
発
的
な
内
容
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
政
宗
の
攻
撃
命
令
は
、
こ
う

し
た
荒
井
半
内
の
発
言
を
う
け
て
出
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
記
述
内
容
の
継
受
関
係
は
は
っ
き
り

し
な
い
が
、『
会
津
四
家
合
考
』
に
み
え
る
「
悪
口
」
が
『
奥
羽
永
慶
軍
記
』
に
よ
っ
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、『
伊
達
日
記
』

や
『
政
宗
記
』
の
テ
ク
ス
ト
の
利
用
と
変
容
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
事
例
と
い
え
よ
う
。

第
二
節

エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
「
悪
口
」
の
内
容
─
『
檜
原
軍
物
語
』
─

さ
ら
に
、
明
確
な
成
立
時
期
は
不
詳
な
が
ら
、『
会
津
四
家
合
考
』
や
『
奥
羽
永
慶
軍
記
』
の
成
立
時
期
と
さ
ほ
ど
隔
た
ら
な
い
時

期
に
編
ま
れ
た
と
思
し
き
『
檜
原
軍
物
語
』（
享
保
八
年
〈
一
七
二
三
〉
以
前
に
成
立
（
26
））
に
も
、
城
兵
た
ち
の
「
悪
口
」
に
関
す
る
記

述
が
あ
る
。
た
だ
し
、『
檜
原
軍
物
語
』
が
記
す
「
悪
口
」
は
、『
会
津
四
家
合
考
』
や
『
奥
羽
永
慶
軍
記
』
の
内
容
と
趣
を
異
に
す
る

た
め
、
史
料
の
記
述
を
確
認
し
て
み
た
い
。

【
史
料
⑦
】『
檜
原
軍
物
語
』
巻
第
三
「
仙
道
小
手
森
城
軍
事
付
大
內
備
前
落
四
本
松
事
」

政
宗

（
伊
達
）

得
心
ナ
カ
リ
ケ
レ
バ
城
中
ノ
者
共
腹
立
シ
テ
散
散
ニ
嘲
弄
ス
。
政
宗
ハ
所
詮
城
ヲ
急
ニ
揉
落
セ
ト
テ
、
寄
手
ノ
大
勢
城
ヲ

稲
麻
竹
葦
ノ
如
ク
取
巻
テ
鯨
波

ト

キ

ヲ
作
リ
鉄
炮
ヲ
打
立
喚
キ
叫
デ
攻
ニ
ケ
リ
。
城
内
ノ
者
ド
モ
モ
死
狂
ニ
働
キ
ケ
レ
バ
左
右
ナ
ク
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ハ
不
レ
被
レ
破
既
ニ
晩
景
ニ
成
シ
カ
バ
、
今
日
ハ
落
ツ
マ
ジ
カ
リ
ケ
ル
ゾ
ト
テ
寄
手
引
退
カ
ン
ト
ス
。
斯
ル
処
ニ
敵
方
ニ
琵
琶

ノ
旗
間
近
ク
見
エ
ケ
レ
バ
、
城
中
ヨ
リ
政
都

マ
サ
イ
チ

々
々
其
持
セ
タ
ル
琵
琶
ヲ
引
テ
聞
セ
ヨ
ト
高
聲
ニ
呼
テ
同
音
ニ
咄
ト
ゾ
笑
ケ
ル
。

是
ハ
政
宗
片
目
ニ
テ
有
ケ
レ
バ
盲
目
ノ
名
ニ
取
成
テ
カ
ク
悪
口
シ
タ
リ
シ
ナ
リ
。
政
宗
是
ヲ
聞
テ
大
ニ
怒
リ
、
此
城
忽
チ
攻
落

シ
女
童
ハ
云
ニ
不
レ
及
六
畜
ノ
類
迄
生
命
ア
ラ
ン
程
ノ
者
皆
打
殺
セ
ト
下
知
シ
テ
自
ラ
前
マ
レ
ケ
レ
バ
、
寄
手
共
気
ヲ
モ
不
レ

継
揉
立
ツ
。
成
実

（
伊
達
）

ガ
手
ヨ
リ
城
中
ノ
役
所
ヘ
火
ヲ
懸
タ
リ
ケ
ル
ニ
、
折
節
風
烈
ク
吹
テ
余
熖
十
方
へ
飛
移
リ
ケ
レ
バ
、
煙
ニ
迷

ヒ
テ
遽
譟
処
ヲ
政
宗
ソ
レ
政
都
ガ
撥
ヲ
当
ヨ
ト
訇
ラ
レ
ケ
レ
バ
、
透
間
モ
ナ
ク
四
方
ヨ
リ
同
時
ニ
攻
入
、
牛
馬
鶏
犬
ノ
類
迄

不
レ
残
皆
薙
捨
テ
勝
鬨
作
テ
引
返
ス
。（
前
後
略
）

政
宗
が
城
兵
た
ち
の
小
浜
帰
還
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
は
諸
史
料
と
共
通
し
て
お
り
、
城
兵
た
ち
が
「
腹
立
シ
テ
散
散
ニ
」
政
宗

の
こ
と
を
「
嘲
弄
」
し
た
と
い
う
の
は
、
ま
さ
に
城
兵
た
ち
に
よ
る
「
悪
口
」
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、『
檜
原
軍

物
語
』
の
独
自
性
は
【
史
料
⑦
】
波
線
部
に
あ
る
。
大
内
軍
の
抵
抗
に
遭
っ
た
伊
達
軍
が
、
当
日
中
の
落
城
を
諦
め
て
一
時
的
な
撤

退
を
決
め
た
。
す
る
と
、
敵
軍
の
な
か
に
琵
琶
の
旗
印
を
確
認
し
た
城
兵
は
、
城
の
な
か
か
ら
「
政
都

ま
さ
い
ち

よ
、
そ
の
持
っ
て
い
る
琵
琶

を
弾
い
て
聞
か
せ
て
み
よ
」
と
呼
ば
わ
り
、
城
兵
た
ち
は
大
い
に
そ
れ
を
笑
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
城
兵
た
ち
が
隻
眼
の
政
宗
と
目
の

見
え
な
か
っ
た
「
政
都
」
な
る
人
物
を
結
び
つ
け
政
宗
に
対
し
て
「
悪
口
」
し
た
、
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
れ

に
怒
っ
た
政
宗
が
小
手
森
城
攻
撃
と
撫
で
斬
り
を
命
じ
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
（
27
）。

こ
の
波
線
部
の
記
述
は
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
諸
史
料
に
は
み
ら
れ
な
い
内
容
と
な
っ
て
お
り
、【
史
料
⑦
】
が
“
物
語
”
で

あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
も
、
史
実
と
み
な
す
こ
と
は
難
し
い
。
と
は
い
え
、
こ
こ
で
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、『
伊
達
日
記
』
の
内

容
と
は
異
な
る
新
た
な
記
述
が
、
軍
記
物
語
を
中
心
に
し
て
新
た
に
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
を
、
軍
記
物
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語
の
独
創
性
が
表
出
し
た
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
は
た
や
す
い
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
り
得
た
背
景
の
一
つ
に
、『
伊
達

日
記
』
の
内
容
を
も
と
に
『
政
宗
記
』
が
整
備
さ
れ
る
過
程
で
、
表
現
が
変
え
ら
れ
た
り
文
言
が
追
加
さ
れ
た
り
し
た
こ
と
の
影
響

も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
政
宗
記
』
が
、『
伊
達
日
記
』
に
は
な
か
っ
た
「
悪
い
口
の
奴
原
」
と
い
う
文
言
を
組
み
込
ん
だ
こ
と

は
、
軍
記
物
語
に
新
た
な
記
述
を
生
成
さ
せ
る
素
地
を
提
供
し
た
可
能
性
が
高
い
点
で
、
後
世
の
歴
史
観
形
成
に
存
外
大
き
な
影
響

を
与
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
近
世
に
お
け
る
伊
達
家
側
の
認
識
に
つ
い
て
、
伊
達
家
側
の
史
料

を
も
と
に
少
し
く
検
討
し
て
み
た
い
。

第
四
章

近
世
伊
達
家
の
認
識
と
各
史
料
の
相
違
点

で
は
、
江
戸
時
代
に
お
い
て
、
伊
達
家
側
は
城
兵
ら
の
「
悪
口
」
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
上
述
の
よ
う
に
、

『
伊
達
日
記
』
に
は
「
悪
口
」
の
記
載
自
体
が
存
在
せ
ず
、『
政
宗
記
』
に
は
「
悪
い
口
」
の
文
言
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
は
「
私
な

る
申
事
」
す
な
わ
ち
身
勝
手
な
申
し
出
を
指
し
て
お
り
、「
悪
い
口
」
は
必
ず
し
も
政
宗
に
対
す
る
侮
蔑
的
な
「
悪
口
」
を
意
味
し
な

い
。
な
お
、
政
宗
の
事
跡
に
関
す
る
公
式
記
録
と
も
い
う
べ
き
『
貞
山
公
治
家
記
録
』
（
28
）も
、
荒
井
半
内
ら
城
兵
の
「
悪
口
」
に
つ
い

て
記
し
て
い
な
い
。

【
史
料
⑧
】『
貞
山
公
治
家
記
録
』
巻
之
一

因
テ
下
野

（
遠
藤
）

、
城
門
二
重
ノ
内
マ
テ
行
テ
勘
解
由

（
石
川
）

ニ
此
由
ヲ
報
ス
。
時
ニ

公
（
伊
達
政
宗
）

ヨ
リ
成
実

（
伊
達
）

ヘ
御
使
ヲ
以
テ
、
厳
ク
攻
メ
給
ハ

サ
ル
故
ニ
、
城
中
如
レ
此
ノ
自
由
ヲ
申
出
ス
、
早
々
攻
メ
ラ
ル
ヘ
シ
、
本
丸
マ
テ
落
城
セ
ハ
、
城
兵
伊
達
ヘ
モ
引
退
ク
ヘ
シ
、
此
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旨
諸
備
ヘ
モ
命
セ
ラ
ル
由
仰
遣
サ
ル
。
成
実
即
チ
城
ヘ
攻
懸
ケ
火
ヲ
放
ツ
。
山
城
ナ
ル
故
早
速
吹
上
ケ
、
所
々
ニ
火
移
ル
。
総

手
ヨ
リ
モ
推
懸
ケ
火
ヲ
放
ツ
。
因
テ
城
兵
役
所
ヲ
離
レ
、
度
ヲ
失
ヘ
リ
、
午
刻
ヨ
リ
手
始
メ
シ
、
申
刻
ニ
至
テ
本
丸
落
城
ス
。

男
女
八
百
人
許
リ
、
一
人
モ
残
サ
ス
目
付
ヲ
附
テ
斬
殺
サ
ル
。

こ
の
よ
う
に
、『
貞
山
公
治
家
記
録
』
は
あ
く
ま
で
『
伊
達
日
記
』
や
『
政
宗
記
』
を
も
と
に
叙
述
し
て
お
り
、
伊
達
家
側
の
史
料

で
は
、
城
兵
ら
の
「
悪
口
」
に
つ
い
て
一
切
記
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
（
29
）。
実
は
、
伊
達
家
側
の
史
料
と
『
会
津
四
家
合
考
』『
奥
羽

永
慶
軍
記
』
と
の
相
違
点
の
一
つ
に
、
成
実
家
中
で
あ
っ
た
遠
藤
下
野
の
動
向
に
関
す
る
記
述
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。『
伊
達
日

記
』
に
よ
れ
ば
、
政
宗
の
攻
撃
命
令
が
出
た
と
き
も
、
遠
藤
下
野
は
小
手
森
城
中
に
あ
っ
て
交
渉
を
続
け
て
い
た
。
そ
れ
は
、
成
実

が
城
攻
め
に
取
り
か
か
っ
た
段
階
で
「
下
野
モ
漸
内
ヨ
リ
罷
出
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
（【
史
料
③
】
波

線
部
）。『
政
宗
記
』
も
「
是
に
依
て
成
実
も
城
へ
取
付
、
其
れ
よ
り
取
廻
し
、
鉄
炮
を
掛
け
給
へ
ば
、
使
の
下
野
内
よ
り
出
兼
、
小
旗

を
棹
て
御
方
の
陣
へ
紛
れ
出
、
漸
命
助
り
」
と
、
遠
藤
下
野
の
劇
的
な
帰
還
を
描
出
し
て
い
る
（【
史
料
④
】
波
線
部
）。【
史
料
⑧
】

の
『
貞
山
公
治
家
記
録
』
は
、
遠
藤
下
野
が
城
内
へ
入
り
石
川
勘
解
由
に
政
宗
の
意
向
を
伝
達
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
も
の
の
、

遠
藤
の
脱
出
記
事
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
『
貞
山
公
治
家
記
録
』
も
、『
伊
達
日
記
』
や
『
政
宗
記
』
と
同
様
の
立
場
を
と
っ

て
い
る
と
み
な
し
う
る
。
以
上
を
要
す
る
に
、
伊
達
家
側
の
史
料
で
は
、
交
渉
途
中
で
痺
を
切
ら
し
た
政
宗
が
、
先
手
を
打
っ
て
攻

撃
命
令
を
出
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
遠
藤
下
野
は
城
内
に
と
ど
ま
っ
た
ま
ま
で
あ
る
た
め
、
仮
に
城
兵

ら
が
具
体
的
な
「
悪
口
」
を
吐
い
た
と
し
て
も
、
遠
藤
は
そ
れ
を
政
宗
に
伝
達
し
よ
う
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

そ
の
一
方
、『
会
津
四
家
合
考
』
で
は
、
政
宗
が
「
此
由
」（
城
兵
ら
の
「
悪
口
」）
を
聞
い
て
攻
撃
命
令
を
出
し
た
こ
と
に
な
っ
て

い
る
（【
史
料
⑤
】
波
線
部
）。
政
宗
と
石
川
勘
解
由
の
あ
い
だ
を
実
際
に
取
り
次
い
だ
の
が
遠
藤
下
野
で
あ
っ
た
点
は
ど
の
史
料
も
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共
通
し
て
お
り
、「
此
由
」
を
政
宗
に
報
告
し
得
た
の
は
遠
藤
下
野
（
な
い
し
そ
の
主
人
た
る
成
実
）
を
措
い
て
ほ
か
に
い
ま
い
。
そ

し
て
『
奥
羽
永
慶
軍
記
』
で
は
、
荒
井
半
内
の
政
宗
に
対
す
る
「
悪
口
」
と
も
と
れ
る
最
終
通
知
と
「
遠
藤
殿
も
早
く
御
帰
候
ら
へ
」

と
い
う
発
言
を
う
け
た
遠
藤
下
野
が
城
内
か
ら
「
力
及
ば
ず
立
出
で
」
て
、「
此
由
」
を
政
宗
に
報
告
し
た
た
め
、
政
宗
が
攻
撃
命
令

を
出
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
（【
史
料
⑥
】
波
線
部
）。
こ
の
よ
う
に
、
史
料
の
成
立
時
期
が
下
る
に
つ
れ
て
、
遠
藤
下
野
が
間
一
髪

で
城
内
よ
り
脱
出
し
た
と
い
う
文
脈
か
ら
、
遠
藤
下
野
が
退
城
し
て
城
兵
ら
の
「
悪
口
」
を
政
宗
に
報
告
す
る
文
脈
へ
と
、
変
化
し

て
い
る
こ
と
が
解
さ
れ
よ
う
。『
檜
原
軍
物
語
』
に
至
っ
て
は
、
遠
藤
下
野
の
動
向
を
具
体
的
に
は
記
さ
な
い
ば
か
り
か
、
城
兵
ら
の

「
悪
口
」
が
他
史
料
に
比
し
て
過
激
化
し
て
い
る
。『
檜
原
軍
物
語
』
の
段
階
で
は
、
遠
藤
下
野
が
城
内
か
ら
劇
的
に
帰
還
し
た
と
い

う
『
伊
達
日
記
』
や
『
政
宗
記
』
の
記
述
は
、
も
は
や
ほ
と
ん
ど
顧
み
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
言
及
し
て
き
た
史
料
の
な
か
で
も
、【
史
料
⑤
】
か
ら
【
史
料
⑧
】
に
つ
い
て
は
合
戦
の
当
事
者
以
外
が
著
し

た
後
世
の
史
料
で
あ
り
、
特
に
『
奥
羽
永
慶
軍
記
』
に
つ
い
て
は
誤
り
が
多
く
、
百
年
以
上
前
の
出
来
事
に
も
か
か
わ
ら
ず
各
登
場

人
物
の
発
言
を
明
記
す
る
な
ど
、
独
自
か
つ
や
や
疑
わ
し
い
記
述
が
目
立
つ
（
30
）。
そ
も
そ
も
、『
奥
羽
永
慶
軍
記
』
に
み
え
る
記
事
の
信

憑
性
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
疑
問
が
呈
さ
れ
て
き
た
。
か
つ
て
大
島
正
隆
氏
が
「「
永
慶
軍
記
」
の
記
述
自
身
、
甚
だ
し
い
矛
盾
を

冒
し
て
居
る
」
こ
と
を
述
べ
、「
ま
と
も
な
史
料
と
し
て
の
信
頼
を
置
く
訳
に
は
行
か
ぬ
」
と
断
じ
た
の
は
そ
の
代
表
的
な
例
と
い
え

よ
う
（
31
）。
も
ち
ろ
ん
、「
第
一
等
史
料
と
い
う
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
」
と
し
つ
つ
、「
失
わ
れ
た
戦
国
奥
羽
史
復
元
の
意
図
の
も
と
」
編

ま
れ
た
も
の
と
し
て
「
注
目
に
値
す
る
」
と
述
べ
た
高
橋
富
雄
氏
の
評
価
も
あ
り
（
32
）、
史
実
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
も
否
定
し
き
れ

な
い
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
る
。
し
か
し
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、
新
た
に
成
立
す
る
歴
史
書
や
軍
記
物
語
の
記
述
が
、
そ
の
基

礎
的
情
報
源
と
思
し
き
『
伊
達
日
記
』
や
『
政
宗
記
』
の
記
述
か
ら
次
第
に
乖
離
し
、
さ
ら
な
る
尾
鰭
が
つ
い
て
い
く
点
は
偶
然
と

一
九

『伊達日記』の歴史観と軍記物語



は
思
わ
れ
な
い
。
少
な
く
と
も
、
政
宗
が
小
手
森
城
攻
撃
を
指
示
し
た
背
景
（「
悪
口
」
の
有
無
）
に
限
っ
て
い
え
ば
、
や
は
り
合
戦

の
当
事
者
で
あ
っ
た
成
実
が
最
初
に
著
し
た
『
伊
達
日
記
』
の
記
述
に
信
を
置
く
の
が
穏
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、『
伊
達
日
記
』
の
記
述
を
確
認
し
た
う
え
で
、
後
世
に
つ
く
ら
れ
た
歴
史
書
や
軍
記
物
語
と
の
比
較
検
討
を
行
な
っ
て

き
た
。
そ
の
結
果
、
伊
達
成
実
が
『
伊
達
日
記
』
を
著
し
、
の
ち
に
そ
れ
を
も
と
に
し
て
『
政
宗
記
』
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
は
、
後

世
の
歴
史
書
や
軍
記
物
語
の
記
述
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
伊

達
政
宗
が
小
手
森
城
攻
撃
を
決
断
し
た
背
景
に
つ
い
て
の
説
明
が
、
身
勝
手
な
申
し
出
を
繰
り
返
す
城
兵
ら
の
態
度
を
確
認
し
た
政

宗
が
交
渉
決
裂
の
判
断
を
下
し
た
と
い
う
趣
旨
か
ら
、
城
兵
ら
が
政
宗
へ
の
「
悪
口
」
を
吐
き
、
そ
れ
を
遠
藤
下
野
が
政
宗
に
報
告

し
た
た
め
に
政
宗
が
激
昂
し
て
攻
撃
を
命
じ
た
と
い
う
趣
旨
へ
と
次
第
に
変
化
し
て
い
っ
た
点
を
指
摘
で
き
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、

『
奥
羽
永
慶
軍
記
』
や
『
檜
原
軍
物
語
』
と
い
っ
た
軍
記
物
語
に
至
っ
て
は
、
城
兵
ら
に
よ
る
政
宗
に
対
し
て
の
「
悪
口
」
の
内
容
が

具
体
化
さ
れ
、
大
き
く
尾
鰭
が
つ
い
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
小
手
森
城
攻
め
の
歴
史
像
は
、
次
第
に
変
容
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。

む
ろ
ん
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述
に
直
接
的
な
継
受
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
慎
重
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
も
の
の
、『
政
宗

記
』
の
記
述
が
後
世
の
史
料
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は
高
い
。
少
な
く
と
も
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
、『
伊
達
日
記
』
の
趣
旨
か

ら
乖
離
し
た
説
明
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
事
実
は
動
か
な
い
。
本
稿
で
は
、
そ
う
し
た
客
観
的
事
実
の
紹
介
が
中
心
と

二
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な
っ
た
が
、
今
後
は
天
正
十
三
年
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
幅
広
い
時
期
の
記
述
を
扱
う
こ
と
で
、『
伊
達
日
記
』
や
関
連
す
る
諸
史
料

の
記
述
を
比
較
検
討
す
る
作
業
が
求
め
ら
れ
よ
う
。『
伊
達
治
家
記
録
』
に
も
、
先
行
す
る
史
料
の
影
響
を
受
け
た
り
、
編
者
の
解
釈

や
判
断
が
入
り
込
ん
だ
り
し
た
箇
所
が
確
認
さ
れ
て
い
る
（
33
）。
そ
う
し
た
事
実
も
ふ
ま
え
る
と
、
個
々
の
テ
ク
ス
ト
を
比
較
検
討
す
る

余
地
は
、
十
分
に
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
た
い
。

注
（
⚑
）
斎
藤
鋭
雄
「
だ
て
に
っ
き

伊
達
日
記
」（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
九
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
）

二
二
四
頁
。
本
稿
で
は
、『
群
書
類
従
』
第
二
十
一
輯
合
戦
部
所
収
の
『
伊
達
日
記
』
上
・
中
・
下
を
用
い
る
（
本
稿
の
検
討
す
る
記
事
に

つ
い
て
は
、『
伊
達
日
記
』
上
を
参
照
）。

（
⚒
）
以
上
で
述
べ
た
よ
う
な
、『
伊
達
日
記
』
の
性
格
を
ふ
ま
え
て
伊
達
実
元
・
成
実
の
活
動
実
態
に
迫
っ
た
代
表
的
論
考
に
、
佐
藤
貴
浩

Ａ
「
伊
達
領
国
の
展
開
と
伊
達
実
元
・
成
実
父
子
」（『
戦
国
史
研
究
』
六
五
号
、
二
〇
一
三
年
）
が
あ
る
。

（
⚓
）
小
林
清
治
校
注
『
第
二
期

戦
国
史
料
叢
書
10

伊
達
史
料
集
（
上
）』（
人
物
往
来
社
、
一
九
六
七
年
）『
政
宗
記
』
の
「
解
題
」（
一

四
四
～
一
四
七
頁
）。

（
⚔
）
な
お
、『
成
実
記
』
と
『
政
宗
記
』
と
で
は
表
現
方
法
に
少
な
か
ら
ぬ
相
違
点
が
あ
る
こ
と
や
、
再
編
成
の
過
程
で
物
語
化
が
進
め
ら

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
石
田
洵
「
摺
上
原
合
戦
の
物
語
化
─
『
天
正
日
記
』『
成
実
記
』『
政
宗
記
』
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
東
北
文
学
の
世

界
』
一
七
号
、
二
〇
〇
九
年
）
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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（
⚕
）
黒
嶋
敏
「
は
る
か
な
る
伊
達
晴
宗
─
同
時
代
史
料
と
近
世
家
譜
の
懸
隔
」（
遠
藤
ゆ
り
子
編
『
シ
リ
ー
ズ
・
中
世
関
東
武
士
の
研
究

第
二
五
巻

戦
国
大
名
伊
達
氏
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
一
九
年
、
初
出
二
〇
〇
二
年
）
七
九
～
八
九
頁
。

（
⚖
）
黒
嶋
敏
「
伊
達
家
の
不
祥
事
と
〈
大
敗
〉
─
人
取
橋
の
戦
い
」（
同
編
『
戦
国
合
戦
〈
大
敗
〉
の
歴
史
学
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
一
九

年
）
二
七
九
～
二
八
三
頁
。

（
⚗
）
松
林
靖
明
「
戦
国
軍
記
に
お
け
る
体
験
談
─
『
伊
達
日
記
』
と
『
山
口
道
斎
物
語
』
─
」（『
中
世
の
戦
乱
と
文
学
』
和
泉
書
院
、
二
〇

一
八
年
、
初
出
二
〇
〇
九
年
）。
松
林
氏
は
、『
政
宗
記
』
へ
の
増
補
者
を
「
不
明
」
と
し
つ
つ
、「
成
実
自
身
の
改
作
の
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（
四
九
六
頁
）。

（
⚘
）
小
林
清
治
Ａ
『
人
物
叢
書

伊
達
政
宗
』（
新
装
版
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
五
年
、
初
刊
一
九
五
九
年
）
五
四
頁
。
近
年
で
は
、
菅

野
正
道
「
伊
達
氏
、
戦
国
大
名
へ
」（
遠
藤
ゆ
り
子
編
『
東
北
の
中
世
史
⚔

伊
達
氏
と
戦
国
動
乱
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
）
五
七

頁
が
、
重
臣
の
伊
達
成
実
や
白
石
宗
実
ら
は
「
千
人
規
模
の
軍
勢
を
自
前
で
動
員
・
指
揮
で
き
る
こ
と
か
ら
、
内
政
（
領
国
統
治
）
に
は

ほ
と
ん
ど
関
わ
る
こ
と
な
く
、
対
外
的
な
軍
事
行
動
の
面
で
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
た
」
と
言
及
し
て
い
る
。

（
⚙
）
以
上
、
前
掲
注
（
⚒
）
佐
藤
貴
浩
Ａ
論
文
。
伊
達
政
宗
書
状
（
伊
達
五
郎
宛
書
状
。「
亘
理
伊
達
家
文
書
」〈
仙
台
市
史
編
さ
ん
委
員
会

編
『
仙
台
市
史

資
料
編
10

伊
達
政
宗
文
書
⚑
』
仙
台
市
、
一
九
九
四
年
、
一
〇
八
号
〉）
も
参
照
。
佐
藤
氏
が
成
実
の
外
交
活
動
を
論

じ
る
な
か
で
触
れ
た
年
不
詳
十
一
月
二
十
九
日
付
伊
達
成
実
書
状
（「
佐
竹
文
書
」〈
福
島
県
編
『
福
島
県
史

第
⚗
巻
資
料
編
⚒

古
代
・

中
世
資
料
』
福
島
県
、
一
九
六
六
年
、
文
書
（
中
世
）
一
四
三
─
二
八
号
〉）
の
発
給
年
に
つ
い
て
は
、
垣
内
和
孝
「
天
正
一
四
年
の
二
本

松
「
惣
和
」
と
伊
達
政
宗
」（『
伊
達
政
宗
と
南
奥
の
戦
国
時
代
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
七
年
、
初
出
二
〇
一
一
年
）
が
天
正
十
三
年
に
比

定
し
、
二
本
松
「
惣
和
」
に
お
い
て
伊
達
実
元
・
成
実
父
子
が
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。

二
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（
10
）
佐
藤
貴
浩
Ｂ
「
戦
国
時
代
の
伊
達
氏
一
門
・
家
臣
と
領
国
支
配
」（
南
奥
羽
戦
国
史
研
究
会
編
『
伊
達
政
宗
─
戦
国
か
ら
近
世
へ
─
』

岩
田
書
院
、
二
〇
二
〇
年
）、
同
Ｃ
『「
奥
州
の
竜
」
伊
達
政
宗

最
後
の
戦
国
大
名
、
天
下
人
へ
の
野
望
と
忠
誠
』（
角
川
新
書
、
二
〇
二

二
年
）。

（
11
）
佐
藤
貴
浩
Ｄ
「
伊
達
成
実
─
南
奥
制
覇
に
貢
献
し
た
伊
達
家
き
っ
て
の
猛
将
」（
遠
藤
ゆ
り
子
・
竹
井
英
文
編
『
戦
国
武
将
列
伝
⚑

東
北
編
』
戎
光
祥
出
版
、
二
〇
二
三
年
）。

（
12
）
深
澤
智
成
「
伊
達
成
実
に
つ
い
て
─
『
亘
理
伊
達
家
史
料
』
を
中
心
に
─
」（『
人
文
論
究
』〈
北
海
道
教
育
大
学
函
館
人
文
学
会
〉
八

二
号
、
二
〇
一
三
年
）。

（
13
）
佐
藤
貴
浩
前
掲
注
（
⚒
）
Ａ
論
文
、
八
～
一
一
頁
。

（
14
）
佐
藤
貴
浩
前
掲
注
（
11
）
Ｄ
論
文
、
二
七
一
～
二
七
三
頁
。
以
下
、
本
件
に
関
す
る
氏
の
見
解
は
、
同
論
文
を
参
照
。

（
15
）
本
件
お
よ
び
伊
達
実
元
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
貴
浩
前
掲
注
（
⚒
）
Ａ
論
文
、
同
前
掲
注
（
11
）
Ｄ
論
文
な
ど
を
参
照
。
伊
達

氏
と
畠
山
氏
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、
小
林
前
掲
注
（
⚘
）
Ａ
著
書
、
二
九
～
三
一
頁
、
小
林
清
治
Ｂ
「
二
本
松
と
畠
山
」（『
戦
国
大
名
伊
達

氏
の
研
究
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
一
九
九
九
年
）
二
五
六
～
二
八
六
頁
に
詳
し
い
。
小
林
氏
は
、
伊
達
氏
側
の
案
を
提
示
し

た
の
は
政
宗
で
は
な
く
輝
宗
で
あ
っ
た
と
す
る
が
、
本
稿
で
は
『
伊
達
日
記
』
の
記
載
に
し
た
が
い
政
宗
と
し
て
理
解
し
て
お
き
た
い
。

（
16
）
伊
達
成
実
宛
書
状
写
（「
亘
理
伊
達
家
文
書
」〈『
仙
台
市
史

資
料
編
10

伊
達
政
宗
文
書
⚑
』
二
九
号
〉）。
詳
細
は
、
黒
嶋
前
掲
注

（
⚖
）
論
文
を
参
照
。

（
17
）
『
政
宗
記
』
巻
二
「
二
本
松
八
丁
目
境
和
睦
之
事
」。

（
18
）
『
政
宗
記
』
巻
一
「
大
内
備
前
伊
達
被
レ
留
事
」。

二
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（
19
）
佐
藤
貴
浩
前
掲
注
（
10
）
Ｃ
著
書
、
五
七
～
五
八
頁
。

（
20
）
小
手
森
城
合
戦
に
つ
い
て
は
、
小
林
清
治
Ｃ
「
伊
達
政
宗

小
手
森
合
戦
の
重
み
」（『
中
央
公
論
』
通
巻
一
三
一
号
、
一
九
八
二
年
）

に
詳
し
い
。
こ
の
ほ
か
、
小
林
前
掲
注
（
⚘
）
Ａ
著
書
、
二
八
～
二
九
頁
、
同
Ｄ
「
政
宗
家
督
相
続
の
前
提
」（『
伊
達
政
宗
の
研
究
』
吉
川

弘
文
館
、
二
〇
〇
八
年
、
初
出
一
九
九
〇
年
）
三
〇
頁
、
同
Ｅ
「
青
年
政
宗
」（『
戦
国
大
名
伊
達
氏
の
研
究
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
八
年
）

一
三
六
～
一
三
八
頁
、
佐
藤
憲
一
『
伊
達
政
宗
の
素
顔

筆
ま
め
戦
国
大
名
の
生
涯
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
〇
年
、
初
刊
二
〇
一
二
年
）

二
〇
～
二
七
頁
、
高
橋
明
「
会
津
急
襲
、
塩
松
・
二
本
松
の
合
戦
」（
南
奥
羽
戦
国
史
研
究
会
前
掲
注
（
10
）
編
著
）
六
九
～
七
〇
頁
、
黒

嶋
前
掲
注
（
⚖
）
論
文
な
ど
を
参
照
。
菅
野
前
掲
注
（
⚘
）
論
文
、
五
五
頁
に
も
若
干
の
言
及
が
あ
る
。

（
21
）
以
上
、
大
内
定
綱
に
つ
い
て
は
、
高
橋
富
雄
『
陸
奥
伊
達
一
族
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
八
年
、
初
刊
一
九
八
七
年
）
六
二
～
七
〇

頁
、
佐
藤
貴
浩
Ｅ
「
大
内
定
綱
の
動
向
と
伊
達
氏
」（
戦
国
史
研
究
会
編
『
戦
国
期
政
治
史
論
集

東
国
編
』
岩
田
書
院
、
二
〇
一
七
年
）

な
ど
を
参
照
。
定
綱
の
伊
達
氏
服
属
に
つ
い
て
は
、
垣
内
和
孝
「
服
属
の
作
法
」（
同
前
掲
注
（
⚙
）
著
書
、
初
出
二
〇
一
〇
年
）
を
参
照
。

（
22
）
小
林
前
掲
注
（
20
）
Ｃ
論
文
。
引
用
部
分
は
四
六
頁
を
参
照
。

（
23
）
前
掲
注
（
⚓
）
に
同
じ
。
石
田
洵
「
奥
羽
地
方
戦
国
軍
記
覚
書
─
天
下
統
一
期
の
軍
記
を
中
心
に
し
て
─
」（『
東
北
文
学
の
世
界
』
一

五
号
、
二
〇
〇
七
年
）
も
寛
永
十
九
年
の
成
立
と
し
て
い
る
。

（
24
）
向
井
吉
重
著
、
黒
川
真
道
編
『
戦
記
資
料

会
津
四
家
合
考
』（
歴
史
図
書
社
、
一
九
八
〇
年
、
初
刊
一
九
一
五
年
）。

（
25
）
今
村
義
孝
校
注
『
第
二
期

戦
国
史
料
叢
書
⚓

奥
羽
永
慶
軍
記
（
上
）』（
人
物
往
来
社
、
一
九
六
六
年
）。

（
26
）
会
津
資
料
保
存
会
編
『
会
津
資
料
叢
書

上
巻
』（
歴
史
図
書
社
、
一
九
七
三
年
。
該
当
部
の
初
刊
は
一
九
一
七
年
）。
成
立
年
代
に

つ
い
て
は
、
同
書
所
収
「
奥
州
会
津
檜
原
軍
物
語
」
の
「
略
解
題
」
を
参
照
。

二
四

『伊達日記』の歴史観と軍記物語



（
27
）
小
島
一
男
訳
『
会
津
奥
州
檜
原
軍
物
語
』（
歴
史
春
秋
社
、
一
九
八
一
年
）
一
八
〇
～
一
八
七
頁
の
解
釈
も
参
照
。
な
お
、「
琵
琶
の

旗
」
の
関
連
記
事
と
し
て
、『
老
翁
聞
書
』（
仙
台
叢
書
刊
行
会
編
『
仙
台
叢
書

別
集
第
三
卷
』
仙
台
叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
六
年
）
慶
長

五
年
九
月
二
十
九
日
の
記
事
に
、「
仙
台
勢
」
の
武
士
と
「
琵
琶
の
旗
」
に
関
す
る
記
事
が
み
え
る
。
上
記
『
仙
台
叢
書

別
集
第
三
卷
』

の
「
解
題
」
は
、『
老
翁
聞
書
』
の
成
立
時
期
を
、
延
宝
～
天
和
（
一
六
七
三
～
一
六
八
四
）
ご
ろ
と
推
測
し
て
い
る
。

（
28
）
平
重
道
責
任
編
集
『
仙
台
藩
史
料
大
成

伊
達
治
家
記
録
一
』（
宝
文
堂
出
版
販
売
、
一
九
七
二
年
）。

（
29
）
な
お
、『
片
倉
代
々
記
』（
巻
之
一
、
景
綱
）
天
正
十
三
年
閏
八
月
二
十
七
日
条
（
白
石
市
史
編
さ
ん
委
員
編
『
白
石
市
史
⚔

史
料
篇

（
上
）』
白
石
市
、
一
九
七
一
年
）
も
、「
此
事
」
す
な
わ
ち
伊
達
領
内
へ
の
撤
退
を
「
再
往
に
及
て
仰
を
不
レ
肯
に
因
て
」
政
宗
か
ら
攻
撃

命
令
が
出
た
と
し
て
い
る
。

（
30
）
誤
り
の
一
例
と
し
て
は
、
永
禄
十
一
年
生
ま
れ
の
成
実
の
年
齢
を
十
六
歳
と
す
る
が
、
天
正
十
三
年
か
ら
逆
算
す
る
と
、
実
際
に
は

十
八
歳
で
あ
る
（
本
文
中
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、『
伊
達
日
記
』
に
も
「
十
八
歳
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
）。
大
石
直
正
「
お

う
う
え
い
け
い
ぐ
ん
き

奥
羽
永
慶
軍
記
」（
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
『
国
史
大
辞
典
』
第
二
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
〇
年
、
四

四
三
頁
）
に
お
い
て
も
、「
か
な
り
雑
然
と
し
た
記
述
で
、
信
頼
し
が
た
い
記
述
も
多
い
。
多
く
先
行
の
家
史
・
戦
記
を
材
料
と
し
て
い
る

ら
し
い
が
、他
の
記
録
に
み
え
な
い
記
述
も
み
う
け
ら
れ
る
」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
奥
羽
永
慶
軍
記
』に
つ
い
て
は
、石
田
前
掲
注（
23
）

論
文
に
も
言
及
が
あ
る
。

（
31
）
大
島
正
隆
「
北
奥
大
名
領
成
立
過
程
の
一
断
面
─
比
内
浅
利
氏
を
中
心
と
す
る
考
察
─
」（『
東
北
中
世
史
の
旅
立
ち
』
そ
し
え
て
、
一

九
八
七
年
、
初
出
一
九
四
二
年
）
四
六
～
四
七
頁
。
佐
藤
貴
浩
Ｅ
「
伊
達
政
宗
─
戦
国
末
期
を
鮮
や
か
に
彩
っ
た
南
奥
羽
の
“
覇
者
”」（
遠

藤
・
竹
井
前
掲
注
（
11
）
編
著
）
二
五
五
頁
で
も
、「
あ
ま
り
信
頼
で
き
る
資
料
で
は
な
い
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。

二
五

『伊達日記』の歴史観と軍記物語



（
32
）
高
橋
富
雄
「
奥
羽
永
慶
軍
記
の
世
界
」（『
高
橋
富
雄
東
北
学
論
集

地
方
か
ら
の
日
本
学

第
⚓
部
武
士
道

第
11
集

武
士
道
の

歴
史

第
⚒
巻
』
歴
史
春
秋
出
版
、
二
〇
一
二
年
、
初
刊
一
九
八
六
年
）
五
〇
～
五
一
頁
。

（
33
）
松
本
直
美
「「
慶
長
・
元
和
遣
欧
使
節
」
の
記
録
に
つ
い
て
─
「
貞
山
公
治
家
記
録
」
成
立
ま
で
─
」（『
成
蹊
人
文
研
究
』
一
号
、
一

九
九
三
年
）、
瀬
川
清
人
「
慶
長
遣
欧
使
節
派
遣
時
の
再
検
討
─
『
伊
達
治
家
記
録
』
と
『
真
山
記
』
─
」（『
日
本
歴
史
』
七
一
七
号
、
二

〇
〇
八
年
）。
な
お
、
こ
う
し
た
史
料
の
性
質
に
留
意
す
る
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
黒
嶋
前
掲
注
（
⚕
）
論
文
、
黒
田
風
花
「
伊
達
政
宗
当

主
期
の
意
志
伝
達
と
家
臣
─
茂
庭
綱
元
関
係
文
書
の
検
討
を
通
じ
て
─
」（
野
本
貞
司
・
藤
方
博
之
編『
仙
台
藩
の
武
家
屋
敷
と
政
治
空
間
』

岩
田
書
院
、
二
〇
二
二
年
）
な
ど
も
参
照
。

二
六


